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本研究は、中学校数学教育における生徒の学習観の見直しを通じて、協働的な

学びを育成する授業の在り方を検討したものである。従来の教師主導の授業で

は、生徒が答えを待つ姿勢に陥り、自ら試行錯誤する機会や他者との協働し学

ぶ機会が不足していることが課題であった。そこで、心理的安全性を重視した

学習環境の構築、学びのルール、思考を促す問いかけの工夫、課題解決に向け

た生徒同士の議論などを通じて、生徒が自律的かつ協働的に学ぶ授業モデルを

提案した。その結果、生徒が他者と協働して学ぶことに価値を見出し、協働的

な思考プロセスを重視する姿勢への変化が確認された。本研究は、単なる知識

習得から主体的・対話的な学びへの転換の必要性を示唆し、教師の支援の在り

方についても新たな示唆を与えるものである。 


